
© 202２ 特定非営利活動法人 デジタル・フォレンジック研究会

サイバーセキュリティ戦略本部／公正取引委員会／警察庁／金融庁／総務省／法務省／外務省／文部科学省／厚生労働省／

経済産業省／国土交通省／海上保安庁／防衛省／最高検察庁／デジタル庁

(公財)日工組社会安全研究財団／(一財)日本情報経済社会推進協会／(公財)金融情報システムセンター／(独)情報処理推進機構／

(一社)JPCERTコーディネーションセンター／日本セキュリティ・マネジメント学会／警察政策学会／法とコンピュータ学会／情報ネットワーク法学会／

NPO日本ネットワークセキュリティ協会／NPO日本セキュリティ監査協会／NPO ITコーディネータ協会／(一社)日本公認不正検査士協会／

ISACA東京支部／（一社）本データ復旧協会／情報セキュリティ大学院大学／中央大学研究開発機構／東京電機大学／(一社) 医療

ISAC／(一社)日本画像認識協会／(一財)情報法制研究所／(一財)日本サイバー犯罪対策センター／データ適正消去実行証明

協議会／(一社)サイバー犯罪捜査・調査ナレッジフォーラム／株式会社日本政策投資銀行

【 会場 】 IDF会員 ¥10,000-／一般 ¥1５,000-／学生 ¥5,000-
【WEB】 IDF会員 ¥5,000- ／一般 ¥1０,000-／学生 ¥3,000-
お申込フォーム ： https://digitalforensic.jp/form-community2022/

２０２２年11月２５日(金)〆切 但し／定員になり次第締め切ります。

第１９回 デジタル・フォレンジック・コミュニティ 202２ in TOKYO

デジタル・フォレンジックにおける官民連携

開催趣旨

コロナ禍の中で指摘された我が国の行政機関や自治体におけるデジタル化の遅れを取り戻すべく／国の

DXを加速するための各種政策や組織改革が進んでいます。司法機関においても警察庁のサイバー警察局や

サイバー特別捜査隊／最高検察庁の先端犯罪検察ユニット(JPEC)など／デジタル化に対応した機関の創設

が進んでいます。これらの機関においては／民間において蓄積されたデジタル・フォレンジック(DF)のノウハウ

が求められており／今後の一層の官民連携が重要になるでしょう。また今後／官におけるDFを通して得ら

れた知見を社会に還元することも求められてくるはずです。

第19回を迎えるデジタル・フォレンジック・コミュニティでは／今後ますます重要になるDFにおける官民連携

のあり方について議論いたします。皆様のご参加をお待ちしております。
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後 援

【デジタル・フォレンジック・コミュニティ２０２２ご案内ページ】
https://digitalforensic.jp/community-19-2022/

２０2２年１２月５日（月）／６日（火）
会 場 ホテル グランドヒル市ヶ谷 ＆ WEB視聴

協 賛 ※口数・申込順で記載 協賛募集中です！

募 集 定 員
会場参加 １２０名
WEB参加 2８０名

主催 ： 特定非営利活動法人デジタル・フォレンジック研究会 コミュニティ202２実行委員会

＝＝＜問い合わせ＞＝＝＝＝＝ NPO The Institute of Digital Forensics＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
特定非営利活動法人デジタル・フォレンジック研究会 事務局

E-Mail： office@digitalforensic.jp  ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０３－６４３１－８２００
＝＝ ＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

一般社団法人サイバー犯罪捜査・調査ナレッジフォーラム／株式会社CyCraft Japan／Cellebrite Japan株式会社／株式会社ＦＲＯＮＴＥＯ／

株式会社foxcale／ストーンビートセキュリティ株式会社／株式会社東陽テクニカ／NTTコミュニケーションズ株式会社／クオリティネット

株式会社／MSAB Japan 株式会社／株式会社くまなんピーシーネット／株式会社サイバーディフェンス研究所／ベイシス・テクノ

ロジー株式会社／株式会社KPMG FAS／サン電子株式会社／株式会社テリロジーワークス／株式会社フォーカスシステムズ／株式

会社ワイ・イー・シー／AOSデータ株式会社／EY新日本有限責任監査法人／IJB.INC／Ｎｕｉｘ Ｊpan／デロイトトーマツファイナン

シャルアドバイザリー合同会社／株式会社ディアイティ／リーガレックス合同会社／株式会社オーク情報システム／株式会社ラック／

アドソル日進株式会社／P.C.F. FRONTEO株式会社／株式会社ピーシーキッド／NRIセキュアテクノロジーズ株式会社／株式会社

ＮＴＴデータ／アンカーテクノロジーズ株式会社／オープンテキスト株式会社



製品展示コーナー 12月５日(月) 12:00～18:00  ／ 12月６日(火) 09:30～15:00

講師・講演内容については都合により変更となる場合がございます。最新情報はWEB ( https://digitalforensic.jp ) をご確認下さい。

第１９回 デジタル・フォレンジック・コミュニティ20２２ in TOKYO

デジタル・フォレンジックにおける官民連携

プログラム＜各会場＞講演会場：瑠璃の間(3F) 製品展示コーナー：珊瑚・真珠の間(3F)

１２月６日（火）

１０：０0～10：３0
※３０分

DF優秀若手研究者表彰式

10：３0～1０：４0 休憩

1０：４0～1１：３0
※５０分

講演３
「暗号資産捜査に関する官民連携事例（仮）」
重川 隼飛 (Chainalysis Japan（株）

アドバイザリーソリューションアーキテクト)

1１：３0～1２：２0
※５０分

講演４
「パートナーシップを活用するサイバー犯罪者に
対抗するために（仮）」

松本 隆（（株）ディ・エヌ・エー 技術統括部）

1２：２0～1３：２0
※６０分

昼食・休憩／企業展示

1３：２0～1３：４0
※２０分

企業プレゼン ※４社（１社４分程度）

13：４０～1４：４０
※６０分

講演５：ビデオ講演
「サイバーセキュリティ分野における官民連携
の重要性について」
キアラン・マーティンＣＢ（日本サイバーディフェンス
（株）シニアエグゼクティブアドバイザー
／英国ＮＣＳＣ 初代ＣＥＯ)

14：40～14：50 休憩／研究会２準備

14：50～16：5５
※１２５分

研究会２
「個人情報の保護と利活用をめぐる現状と課題」

座長：尾崎 愛美 （杏林大学総合政策学部専任講師）
パネリスト：
須藤 龍也（朝日新聞社 編集委員）
岡本 正（銀座パートナーズ法律事務所

パートナー弁護士）
緒方 健（千葉大学医学部附属病院

次世代医療構想センター特任研究員）

16：5５～17：00 閉会挨拶とＩＤＦの活動予定（ＩＤＦ事務局）
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会場のご案内 ：ホテル グランドヒル市ヶ谷 〒162-0845  東京都新宿区市谷本村町4-1 TEL:03-3268-0111(代表)

交通の
ご案内

電車利用

自動車利用

●JR総武線・地下鉄有楽町線・南北線・新宿線
『市ヶ谷駅』より徒歩3分

●JR総武線・中央線・地下鉄丸ノ内線・南北線
『四ツ谷駅』より徒歩10分

●首都高速4号新宿線 外苑ランプより15分
●首都高速5号池袋線 飯田橋ランプより10分

グランドヒル市ヶ谷に駐車場(95台)はございますが／ご利用の
際は／空き状況を同ホテルにご確認下さい。

宿泊に
ついて

グランドヒル市ヶ谷に宿泊を希望される方は／各位にて
「宿泊フロント係」まで／お早めにお申込みをお願い致します。

☆シングルルーム／１泊 ¥11,460- （税込）～

協賛企業のフォレンジック製品／セキュリティ製品の展示及び説明を各ブースで行います。
※協賛企業募集中 ( ご協賛口数に応じて企業PRやブース提供を致します。詳細はWEBサイトにてご確認下さい。)
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１２月５日（月）

10：00～10：10
開会挨拶 上原 哲太郎
コミュニティ202２実行委員会 委員長／IDF会長
立命館大学 情報理工学部 教授

10：10～11：１0
※６０分

講演１
「警察におけるサイバー戦略と情報技術の解析」
野本 靖之（警察庁 サイバー警察局

情報技術解析課長）

11：１0～11：２0 休憩

11：２0～12：１0
※５０分

講演２
「G7サミット/関西万博に向けた通信事業者と
してのサイバーセキュリティの取組」
萬本 正信（（株）NTTフィールドテクノ

サイバーセキュリティオペレーションセンタ長）

12：１0～13：４0
※９０分

昼食・休憩／企業展示

1３：４0～14：１０
※３０分

企業プレゼン ※３社（１社８分程度）

14：１０～1４：２0 休憩／研究会１準備

1４：２0～1６：３0
※１３０分

研究会１
「進展するサイバー空間とフォレンジック」

座長：名和 利男（(株)サイバーディフェンス研究所
専務理事／上級分析官／IDF理事）

パネリスト：

李 宏宇 （SOMPOホールディングス株式会社

ＩＴ企画部サイバーテックユニット）

雪野 洋一 （（株）スプライン・ネットワーク
代表取締役）

1６：３0～1６：５0
※２０分

※１７：５５ 退室
名刺交換会 ／ 企業展示


